
  
 

一

 
 

 

法
人
等
に
よ
る
寄
附
の
不
当
な
勧
誘
の
防
止
等
に
関
す
る
法
律
案
に
対
す
る
修
正
案 

 

法
人
等
に
よ
る
寄
附
の
不
当
な
勧
誘
の
防
止
等
に
関
す
る
法
律
案
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
修
正
す
る
。 

 

目
次
中
「
―
第
三
条
」
を
「
・
第
二
条
」
に
、
「
第
四
条
・
」
を
「
第
三
条
―
」
に
改
め
る
。 

 

第
三
条
を
削
る
。 

 

第
四
条
の
見
出
し
を
削
り
、
同
条
中
「
次
に
」
を
「
第
一
号
か
ら
第
五
号
ま
で
に
」
に
、
「
困
惑
さ
せ
」
を
「
困
惑
さ
せ
て

は
な
ら
ず
、
ま
た
、
第
六
号
又
は
第
七
号
に
掲
げ
る
行
為
を
し
て
寄
附
の
勧
誘
を
行
う
法
人
等
の
主
体
又
は
寄
附
さ
れ
る
財
産

の
使
途
に
つ
い
て
誤
認
さ
せ
」
に
改
め
、
同
条
第
六
号
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。 

 

六 

寄
附
の
勧
誘
を
受
け
る
個
人
に
対
し
、
当
該
寄
附
の
勧
誘
を
行
う
法
人
等
を
特
定
す
る
に
足
り
る
事
項
を
告
げ
な
い
こ

と
。 

 

第
四
条
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。 

 

七 

寄
附
の
勧
誘
を
受
け
る
個
人
に
対
し
、
寄
附
さ
れ
る
財
産
の
使
途
に
つ
い
て
誤
認
さ
せ
る
お
そ
れ
の
あ
る
行
為
を
す
る

こ
と
。 

 

第
四
条
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。 



 

  
 

二

２ 

法
人
等
は
、
個
人
に
対
し
、
霊
感
そ
の
他
の
合
理
的
に
実
証
す
る
こ
と
が
困
難
な
特
別
な
能
力
に
よ
る
知
見
と
し
て
、
当

該
個
人
又
は
そ
の
親
族
の
生
命
、
身
体
、
財
産
そ
の
他
の
重
要
な
事
項
に
つ
い
て
、
そ
の
ま
ま
で
は
現
在
生
じ
、
又
は
将
来

生
じ
得
る
重
大
な
不
利
益
を
回
避
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
と
の
不
安
を
あ
お
る
こ
と
そ
の
他
の
方
法
に
よ
り
、
当
該
個
人
を

寄
附
を
す
る
か
否
か
に
つ
い
て
適
切
な
判
断
を
す
る
こ
と
が
困
難
な
状
態
に
陥
ら
せ
、
又
は
当
該
個
人
が
そ
の
よ
う
な
状
態

に
陥
っ
て
い
る
こ
と
に
乗
じ
、
寄
附
の
勧
誘
を
し
て
は
な
ら
な
い
。 

 

第
二
章
第
一
節
中
第
四
条
を
第
三
条
と
し
、
同
条
の
前
に
見
出
し
と
し
て
「
（
寄
附
の
勧
誘
に
関
す
る
禁
止
行
為
）
」
を
付

し
、
同
条
の
次
に
次
の
一
条
を
加
え
る
。 

第
四
条 

法
人
等
は
、
個
人
又
は
そ
の
配
偶
者
若
し
く
は
親
族
（
当
該
個
人
が
民
法
（
明
治
二
十
九
年
法
律
第
八
十
九
号
）
第

八
百
七
十
七
条
か
ら
第
八
百
八
十
条
ま
で
の
規
定
に
よ
り
扶
養
の
義
務
を
負
う
者
に
限
る
。
次
条
に
お
い
て
同
じ
。
）
の
生

活
の
維
持
を
困
難
に
す
る
こ
と
と
な
る
寄
附
の
勧
誘
を
し
て
は
な
ら
な
い
。 

 

第
五
条
中
「
借
入
れ
」
の
下
に
「
若
し
く
は
生
命
保
険
契
約
（
保
険
法
（
平
成
二
十
年
法
律
第
五
十
六
号
）
第
二
条
第
八
号

に
掲
げ
る
生
命
保
険
契
約
を
い
う
。
）
の
解
除
」
を
加
え
、
同
条
第
一
号
中
「
敷
地
」
の
下
に
「
そ
の
他
こ
れ
ら
の
者
の
生
活

を
維
持
す
る
た
め
に
必
要
な
財
産
」
を
加
え
る
。 



  
 

三

 
第
六
条
中
「
前
二
条
」
を
「
前
三
条
」
に
改
め
る
。 

 

第
七
条
第
一
項
中
「
第
四
条
又
は
第
五
条
」
を
「
第
三
条
か
ら
第
五
条
ま
で
」
に
改
め
る
。 

 

第
八
条
第
一
項
中
「
際
し
、
」
を
「
際
し
」
に
、
「
第
四
条
各
号
」
を
「
第
三
条
第
一
項
各
号
」
に
、
「
、
そ
れ
」
を
「
、

若
し
く
は
誤
認
し
、
又
は
法
人
等
が
同
条
第
二
項
の
規
定
に
違
反
し
て
行
っ
た
寄
附
の
勧
誘
を
受
け
、
そ
れ
ら
」
に
改
め
る
。 

 

第
九
条
第
一
項
中
「
取
消
権
は
」
を
「
取
消
権
（
第
三
条
第
二
項
の
規
定
に
違
反
し
て
行
わ
れ
た
寄
附
の
勧
誘
を
理
由
と
す

る
も
の
を
除
く
。
）
は
」
に
改
め
、
「
（
第
四
条
第
六
号
に
掲
げ
る
行
為
に
よ
り
困
惑
し
た
こ
と
を
理
由
と
す
る
同
項
の
規
定

に
よ
る
取
消
権
に
つ
い
て
は
、
三
年
間
）
」
及
び
「
（
同
号
に
掲
げ
る
行
為
に
よ
り
困
惑
し
た
こ
と
を
理
由
と
す
る
同
項
の
規

定
に
よ
る
取
消
権
に
つ
い
て
は
、
十
年
）
」
を
削
る
。 

 

第
十
条
第
一
項
第
二
号
中
「
、
第
六
号
又
は
第
八
号
」
を
「
又
は
第
六
号
」
に
、
「
（
同
法
」
を
「
及
び
第
四
項
（
こ
れ
ら

の
規
定
を
同
法
」
に
改
め
る
。 

 

附
則
第
一
条
第
一
号
中
「
第
四
条
（
」
を
「
第
三
条
第
一
項
（
」
に
、
「
第
四
条
第
三
号
」
を
「
同
項
第
三
号
」
に
改
め
る
。 

 

附
則
第
二
条
中
「
第
四
条
第
三
号
」
を
「
第
三
条
第
一
項
第
三
号
」
に
改
め
る
。 

 

附
則
第
三
条
中
「
、
第
六
号
又
は
第
八
号
」
を
「
又
は
第
六
号
」
に
、
「
、
第
四
号
又
は
第
六
号
」
を
「
又
は
第
四
号
」
に



 

  
 

四

改
め
る
。 

 

附
則
第
五
条
中
「
三
年
」
を
「
一
年
」
に
改
め
る
。 


